
作業学実習１にて刺しゅう（刺し子）に取り組みました（2026.10） 

 

「⼈は作業をすることで元気になれる」―⽇本作業療法⼠協会̶ 

 

本校では、対象者が元気になることを⼤切にしながら、作業療法の専⾨性を深め

るために多様な作業活動の実習を⾏っています。２年⽣はその⼀環として、「⼿⼯

芸（趣味）」活動の刺しゅうに取り組みました。 

課題は、刺しゅうの１つである「刺し⼦」でハンカチサイズの布に模様を縫い付

けるものです。刺しゅうが初体験の学⽣でも、⾃分の技量に合った模様の作品を完

成させます。⾼齢⼥性にはなじみのある活動で、作業療法では⼿指の運動改善や作

業の耐久性向上を⽬的に⽤いられます。また、作業に集中する時間は気分転換やリ

ラックス効果を⽣み、作品の完成は達成感を⾼めます。「⼿⼯芸（趣味）」を通し

て、作業療法⼠に必要な視点を養います。 

 

    
 模様の下書きをします 指を突かないように気をつけながら 

   
 しっかりと縫い付けています できばえを確認しています 


